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横 山 豊 介 作
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究
会
会
長
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同

井

進

先日ある会合の流れが喫茶底でのホ富山談義、と

なった。論は県人かたぎに及び、他郷出身の友人ら

はこもごも越中の人情と自然の豊かさを礼讃したが、

大学教授のひとりが事例をあげて「自己犠牲の精神

が旺盛」と断ぜられたのには驚いた。思ってもみな

カ、っTこことだっTこカ、らだ。

そういえば昭和33年の富山国体の折に示された人

情の厚さや、疎開学童への受け入れた方々の献身的

な奉仕が並でなかったことは、その記録や回想、ぱな

しから思い当たらないわけではない。殊に昭和20年

の戦争末期、米どころの富山に米がなく、農家でさ

，え雑穀や野菜を主食としていた、いわば極限状況下

に示された自己犠牲は富山人の真骨頂ともいえる。

人情の豊かさは立山連峰の美しさと、その水流が

かもし出す自然の天賦に起因するのかもしれない。

聞けば立山に降った雪が海浜に達するには 150年か

かるという 。私どもは江戸期の伏流水を料飲してい

るということになり、人情豊かになるのは当然と言

えなくもないのである。

ところで、立山の水は言うに及ばず、越中の野の湛

水 も必然日本海に注ぎ、海の幸を生む。その日本海

は海域としてまた空域として対岸諸国との友好の海

でもある。近年環日本海の平和と豊穣を願い、国域

を越えた日本海人としての自覚を促す議論がしきり

と聴かれる。対岸の大国・ソ連国の崩壊、そしてそ

の再建への支援が叫ばれ、隣国として何をなすべき

か、国家的にもその対応がせまられている。

経済援助がらみの平和条約の締結、否、民間、地

方レベルの人的・物的交流や友好が先、と議論は果

てない。考えてみると日本海々戦を引き合いに出す

までもなく過去 l世紀問、日本海は重の海で、あった。

それが平和の海となることを期待し、かっすべき好

機と捉え、万全の策を考えるのは至極当然であろう 。

しかし、人的交流が経済や文化をテーマとするに

は余りにも性急ではなかろうか。その客観状勢が熟

していると はと ても思えないからだ。

ただ、緊急に取りかからねばならないテーマは厳

然 として存在する。いうまでもなく自然そのものと

しての日本海保全を話し合うということだ。 という

のは、1974年のバルト海域の環境保護をねらったへ

ルシンキ条約、そして1976年の地中海諸国のバルセ

ロナ条約のいづ、れもが遅きに失したとさえいわれて

いるカ、らだ、。

人情厚く豊かな自然に恵まれている我ら富山県人

は、今こそ「自己犠牲の精神」を発揮して、とは言わな

いまでも、日本海の環境保護(富山条約)に向けてア

クションを起こすべきではなかろうか、と思うこと

しきりである。

歯鏡をベンにもちかえて
小倉孝夫さん第四固とやま文学賞受賞

守

「物
書
き
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
駆
け
出
し
。
ま
さ
か
賞
が
も
ら
え
る
な
ん

て
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
U

と
驚
き
の
表
情
で
お

っ
し
ゃ
る
の
は
、
今

回
、
県
芸
術
文
化
協
会
が
主
催
す
る

「第
十
回
と
や
ま
文
学
賞
」
を
見
事
受

賞
さ
れ
た
小
倉
孝
夫
さ
ん
。
本
職
は
歯
医
者
さ
ん
で
す
。
小
説
を
書
く
よ
う

に
な

っ
た
き

っ
か
け
を
伺
う
と
、

「う
ち
に
治
療
に
来
て
た
友
人
の
す
す
め

て
昭
和
六
十
二
年
の
北
日
本
文
学
賞
に
応
募
し
た
の
が
最
初
で
す
。
そ
れ

ま
で
は
も

っ
ぱ
ら
読
む
だ
け
だ

っ
た
ん
で
す
け
ど
、
い
ろ
ん
な
本
を
読
ん
で

い
る
う
ち
に
、
自
分
で
も
何
か
書
け
る
か
な
あ
と
思
い
ま
し
て
U

と
の
こ
と
。

軽
い
気
持
ち
で
小
説
を
書
き
始
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、

「と
や
ま
文
学

賞
」
は
、
わ
ず
か
二
度
目
の
挑
戦
で
の
受
賞
と
な
っ

た
。
今
回
の
受
賞
作
品

「別
離
」
は、

ガ
ン
に
侵
さ
れ
た
友
人
に
告
知
す
る
か
ど
う
か
で
、
親
友
同

士
が
衝
突
す
る
と
い
う
物
語
。
告
知
す
べ
き
か
言
わ
ず
に
お
く
べ
き
か
、

主

人
公
の
激
し
い
心
の
葛
藤
を
中
心
に
、
ス
ト
ー
リ
ー
が
展
開
し
て
い
く
。
し

か
し
最
後
に
は
、
告
知
す
べ
き
か
ど
う
か
で
対
立
し
て
い
た
親
友
が
、
あ
る

日
突
然
脳
動
脈
癌
で
倒
れ
て
死
ん
で
し
ま
う
と
い
う
、
意
外
な
結
末
を
迎
え

る
|。

人
間
が
生
き
て
い
く
こ
と
の
辛
さ
、
難
し
さ
を
鋭
く
描
い
た
作
品
で

あ
る
。
「実
は
こ
の
作
品
は
、
私
の
実
体
験
が
べ

l
ス
に
な

っ
て
い
る
ん
で
す
。

こ
の
作
品
を
通
し
て
、
死
と
は
何
か
、

生
き
る
と
は
何
か
、
そ
ん
な
難
し
い

哲
学
を
述
べ
よ
う
と
は
思

っ
て
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
私
が
実
際
に
経
験
し

た
友
人
の
突
然
の
死
に
対
す
る
私
の
素
直
な
気
持
ち
を
、
そ
の
ま
ま
小
説
に

し
た
だ
け
で
す
U

現
在
小
倉
さ
ん
は
週
に
三
回
、
県
高
志
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
院
へ
出
張
診
療
し
て
お
ら
れ
る
。
「
普
段
か
ら
、
障
害
を
も
ち
な
が
ら
も

一
生
懸
命
生
き
よ
う
と
努
力
し
て
お
ら
れ
る
方
に
接
す
る
機
会
が
多
い
も
の

で
す
か
ら
、

生
き
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て

自
分
な
り
に
考
え
る
こ
と
が
多
い
ん
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
肩
ひ
じ
張
ら
ず
に
書
い
て
い

け
た
ら
な
あ
と
思

っ
て
ま
す
。
何
て

っ
た

っ
て
本
業
は
歯
医
者
で
す
か
ら
ね
U

と
笑

う
小
倉
さ
ん
。
歯
医
者
さ
ん
だ
け
に
、
歯

に
衣
着
せ
ぬ
鋭
い
切
り
口
の
素
晴
ら
し
い

作
品
が
今
後
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
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感受性豊かなちびっ子たちに、夢のある遊びを新アこな高速ネットワークの誕生
「子どもと遊びフォーラム」・開催

今
年
七
月
に
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
る
富
山
県
、
}
ど
も
み
ら

い
館
(
仮
称
)
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

三
月
二
十

一
、
二
十

二
日
の
両
日
、
県
民
会
館
で
「
子
ど
も
と
遊
ぴ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

二
十

一
日
は
、
ま
ず
遊
具
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
続
い
て
子
供
と
遊
び
に
つ
い
て
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
こ
ど
も
会
連
合
会
事
務
局
次
長
の
宇
田

川
光
雄
さ
ん
や
、
こ
ど
も
の
城
国
際
交
流
部
長
の
テ
リ
i
・
ス
ザ

ー
ン
さ
ん
と
い
っ
た
、
子
供
の
遊
び
に
つ
い
て
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
の
方
々
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
を
も
と
に
、

「
今
の
子
供
た
ち
は
、
物
と
か
お
金
が
な
い
と
遊
べ
な
く
な

っ
て
い

る
。
自
分
で
遊
ぴ
を
創
り
出
す
と
い
う
の
び
の
び
と
し
た
環
境
が

必
要
」
と
い

っ
た
提
言
な
ど
が
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
並
行
し
て
、
県
民
会
館
地
下
展
示
場
に
は
、
木

や
紙
を
使

っ
た
手
づ
く
り
お
も
ち
ゃ
を
作

っ
た
り
、
積
み
木
や
空

き
缶
な
ど
を
使

っ
て
遊
ん
だ
り
で
き
る
「
遊
び
の
広
場
」
が
ぷ
け

ら
れ
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
が
夢
中
に
な

っ
て
竹
ト
ン
ボ
や
コ
マ
を

作
っ
て
い
る
側
で
、
ち
び

っ
子
た
ち
が
大
き
な
瞳
を
ラ
ン
ラ
ン
と

輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。
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東海北陸自動車道福光一小矢部砺波間開通

三
月
二
十
八
日
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
福
光
I
C
か
ら
小
矢

部
砺
波
J
C
T
間
十

一
・
一
キ
ロ
が
供
用
開
始
と
な
り
、
県
内
で

二
つ
目
の
自
動
車
道
が
誕
生
し
ま
し
た
。

開
通
式
で
は
、
午
前
十
時
、
福
光
I
C
で
関
係
者
約
四
百
人
が

参
加
し
て
テ
l
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
打
ち
上

げ
花
火
と
と
も
に
出
席
者
は
約
三
百
台
の
車
に
分
乗
し
て
小
矢
部

砺
波
J
C
T
ま
で
パ
レ
ー
ド
し
、
砺
波
市
体
育
館
で
祝
賀
式
を
行

い
ま
し
た
。

一
般
車
の
通
行
開
始
は
午
後
三
時
か
ら
で
、

一
番
乗
り
は
四
日

前
か
ら
並
ん
だ
と
い
う
地
元
福
光
町
の
幅
田
直
行
さ
ん
。
ド
ラ
イ

バ
ー
達
は
、
記
念
品
を
受
け
と
り
、
次
々
に
、
真
新
し
い
道
路
に
く

り
出
し
て
行
き
ま
し
た
。
車
窓
か
ら
は
散
居
村
や
背
後
に
そ
び
え

る
金
剛
堂
山
、
白
木
峰
さ
ら
に
は
医
王
山
の
山
並
み
が
望
め
、
す

ば
ら
し
い
眺
め
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

今
回
の
開
通
に
よ
り
、
南
砺
地
域
と
富
山
市
な
ど
と
の
ア
ク
セ

ス
が
向
上
し
、
経
済
、
観
光
な
ど
の
面
で
の
地
域
の
活
性
化
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
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ふるさと創生一億円を使った各市町村の取り組み
市町村名 主な事業名 事 業 内 t円デでヨ~

富山市
創作劇 越中国主として城下町の基礎作りに功績のあ
「佐々 成政」 った武将佐々成政にスポットをあてる。

野外音楽劇 市制百年記念事業として、全国的にほとんど

高岡市 「越中万葉 開催例のない野外音楽劇を開催し、市民が自ら
夢幻謹」 作り参加するイベントとする。

「新湊慕情」レー 新湊市出身者の作曲による「新湊慕情」在レ

新湊市 ザーディスクの ーザーディスク化して「ふるさと新湊」在県内
製作 外にアピールする。

しんきろう発生 本市の観光の目玉である「しんきろう」を人

魚津市 装置研究開発事 工的に発生させる装置を開発する。

業

ビデオ制作 ふるさと氷見をテーマに、市の歴史的遺産や

氷見 市 郷土の偉人、観光や地場産業などを取材して、

P円ビデオを作成する。

ほたるいか観光 全国的にも珍しいほたるいかを、観光客に見

滑川市 施設建設基金 やすいようにする施設を建設し、「ほたるいかの

街」をアピールする。

黒部市
「名水の里」整備 環境庁の名水百選に選定された黒部扇状地湧

水群の環境整備を図る。

花と緑によるう チューリップ、桜、 コスモスなどの花や、十

砺波市
るおい環境整備 数基の水車を整備して、花と緑に囲まれ人々が

ふれあうことができるコミュ二ティ空間を創出

する。

リーデイングプ ホクリククロスランドおやべ(受流広場、ク

小矢部市 口ジ‘工クト関連 口スランドセンタ一、タワー等を整備)事業の

事業 推進を図るため、関連事業を実施する。

「風の城」整備 神通峡を強い南風が吹き抜けることが多いた

大沢野町
め、この風在利用した風力発電施設を備えた「風
の城」を猿倉山頂に建設し、町のシンボルとす

る。

まつりの推進 町の観光イベントである「佐々成政武者行列」

大山町 のグレードアップを図るため、よろいや装束等
を購入する。

舟橋村
シンボルロ ド 舟橋駅前の通りの環境整備を図り、花と緑に

環境整備 つつまれたシンボルロードとする。

生涯学習施設整 生涯学習環境づくりとして、コミュ二ティセ

上市町 備事業 ンター(4ヵ所)を建設し、「生涯学習のまち上
市」のイメージアップを図る。

「日本の滝百選」 町にある落差日本一の「称名の滝」をP円す

立山町 の選定 るため、有識者に「日本の滝百選」を選定して

もらう。

宇奈月町
温泉活用施設整 町の温泉を活用して地域の活性化を図るため

備基金 の施設を整備するための基金を設置する。

コスモホールグ コスモホール (入善町民会館)に世界的に名

入善町 レードアップ事 声の高いベーゼンドルフア一社製ピアノを購入

業 し、クラシックの殿堂としての名を高める。

朝日町
ふるさと拠点施 町民が憩える場として「生涯学習館Jrふるさ

設整備事業 と美術館」を建設する。

ふるさと拠点整 鉄道により分断されている地区を駅ビルを含

八尾町 備調査 め周辺整備し、一体化を図ることにより、コミ
ユ二ティの拠点とする。

。
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「
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
が
、

主
体
的
に
自
分
達
で
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
己
と
い
う
意
識
が
、
市
町
村
の
聞

に
定
着
し
、
県
内
の
各
市
町
村
で
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な

町
お
こ
し
ゃ
村
お
こ
し
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
起
爆
剤
と
し
て
、
昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
平
成
元

年
度
に
か
け
て
全
国
約
三
、

一
O
O
の
市
町
村
に
対

し
て

一
律

一
億
円
が
地
方
交
付
税
で
措
置
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
、
創
意
と
工

夫
を
凝
ら
し
た
独
創
的
で
個
性
的
な
地
域
づ
く
り
を

行
う
た
め
の
資
金
に
充
て
て
も
ら
お
う
と
い
う
趣
旨

で
措
置
さ
れ
、
使
い
方
に
つ
い
て
は
各
市
町
村
に

一
任
す
る

で
す
。
「
地
方
が
知
恵
を
出
し
、
中
央
が
支
援
す
る
」
と
い
う
、

と
は
異
っ
た
発
想
に
基
づ
い
て
、
各
地
方
公
共
団
体
が
同
じ

イ
ン
に
立
っ
て
「
自
ら
考
え
自
ら
行
う
地
域
づ
く
り
」
を
実
践

各
市
町
村
で
は
、
住
民
か
ら
の
意
見
も
参
考
に
し
な
が

ら、

や
文
化
を
生
か
し
た
シ
ン
ボ
ル
施
設
を
整
備
し
た
り
、
住
民

引
き
出
す
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
こ
の

域
の
活
性
化
の
た
め
に
有
効
に
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
富
山
県
内
の
各
市
町
村
が
ふ
る
さ
と
創
生
に
よ

な
事
業
を
行
っ
た
の
か
を
紹

も
に
、
利
賀
村
、
高
岡
市
、
入

上
げ
、
そ
の
現
況
を
リ
ポ

l

市町村名 主な事業名 事 業 内 円t相~ 

花と緑のE整備 E陵地に自然を活力、した花と緑を取り入れた

婦中町 自然公圏在整備し、富山平野を 望できる展望

施設を建設する。

山田村
牛岳ふるさとづ 牛岳一帯の観光化を推進するため、温泉及び
くり 周辺環境の整備を行うもの。

細入スポーツガ 総合的なスポーツ ・レクリ工ーション施設を
細入村 ーデン整備事業 整備することにより世代を問わず村民が弓、れあ

うことのできる場在提供する。

ふるさとつ、くり 川の堤防築造にあわせて、桜並木を再現させ
小杉町 ふれあい事業 るとともに、つり橋(歩行者専用)をつくり、水

辺をコミュ二ティ空間として利用する。

世界凧あげ大会 町では「越中大門凧まつり」を開催している

大門町 調査 が、世界凧あげ大会の視察調査を実施し、中国
との友好交流も深める。

下 村
ふるさと人材育 基金の運用益で、村の将来を担う小学校6年
成基金 生とその父兄を研修旅行に派遣する。

大島町
スポーツ振興基 少年、婦人スポーツクラブ育成事業やスポー
金 ツ少年団国際交流事業の推進に役立てる。

城端町
中学生海外派遣 町の中学生を、夏休み期間中海外研修旅行に

事業 派遣する。

村の誇り高き歴 平家太鼓を再興し、平家まつりを開催するこ

平 村
史を顕彰する事 とにより「平家の呈」としてのイメージアップ
業 を図り、地域の活性化及び文化性の向上在目指

す。

合掌の里整備 五箇山独特の観光地を作り上げるため、合掌

上平村 の里の充実整備を図り、広域観光ルートの一環
に組み入れる。

国際交流事業 国際演劇祭を通して、姉妹都市ギリシャ ・デ
利賀村 ルフィ市との交流を深め、今後さらに国際演劇

祭が発展するよう図る。

水まつり開催 水上イルミネ ション、流木乗り選手権大会、

圧川町
庄川河畔野外コンサートなど庄川ならではの観
光イベント在催し、「豊かな水と緑に恵まれた温
泉郷」のイメージアップを図る。

産業おこし事業 伝統産業の振興と新たな観光開発在民間活力
井波町 を活用して進め、豊かな定住環境を創出するた

め、第3セクターを設立する。

ふるさとふれあ 村出身者により作られた南極観測船「宗谷」の
井口村 い会館展示品整 模型を展示したりして村の誇れるものを展示す

備事業 る。

夜高あんどんシ 観光客の増加のため及び夜高まつりのイメー
福野町 ンボルタワー建 ジアップのため、あんどんのシンボルタワーを

設事業 設置する。

福光町
伝統文他の継承 町のシンボルである医王山の周辺の寺に散在
と発掘 する古文書の収集調査や遺跡の保存を行う。

「っくりもん祭 週刊誌の表紙に「っくりもん祭り」を題材に
福岡町 りJP円 した版画を掲載してもらい、全国的なP円在行

つ。
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一

参

音

一

民
外

一

市
野

世
界
演
劇
祭
や
そ
ば
祭
り
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
で
村

一

お
こ
し
に
取
り
組
ん
で
い
る
利
賀
村
。
平
成
二
年
に
は
「
膜

想
の
館
」
も
完
成
し
、
文
化
の
香
り
高
い
村
づ
く
り
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
利
賀
村
で
は
こ
の

「隈
想
の
館
」
の
整
備

一

や
国
際
交
流
事
業
に
、
ふ
る
さ
と
創
生
交
付
金
が
活
用
さ
れ

一

て
い
ま
す
。
利
賀
村
企
画
室
の
宮
崎
博
好
さ
ん
は
次
の
よ
う

一

に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
「
や
る
以
上
は
何
で
も
と
こ
と
ん
や

一

ろ
う
と
い
う
村
の
方
針
が
あ
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
世
界
演

劇
祭
が
始
ま
る
と
、
ぜ
ひ
と
も
演
劇
発
祥
の
地
の
演
劇
が
見

一

た
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ギ
リ
シ
ャ

・
デ
ル
フ
ィ
市
と
の

-
父
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た

『そ
ば
の
郷
』
を
つ
く
る
計

・

画
が
打
ち
出
さ
れ
た
と
き
も
、
そ
ば
に
関
す
る
資
料
を
集
め

一

て
い
る
う
ち
に
、
そ
ば
の
ル
ー
ツ
を
探
り
た
い
と
思
い
ま
し

一

て
、
ネ
パ
ー
ル

・
ツ
ク
チ
エ
村
と
の
交
流
が
始
ま
っ
た
ん
で

.

す
J

現
在
で
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
学
生
が
演
劇
を

一

学
び
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
訪
れ
た
り
、
ネ
パ
ー
ル
か
ら
マ
ン

ダ
ラ
絵
師
を
招
き
、
「
膜
想
の
館
」
に
展
示
す
る
マ
ン
ダ
ラ
を

一

描
い
て
も
ら
う
な
ど
、

一

際

ん
滑
川

活
発
な
国
際
支
流
、
か

一

割
ト

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

一

ん

m
M

今
年
の
八
月
に
は
、

一

点

、

圃

【

・

崎
流

世
界
そ
ぱ
博
覧
会
が

宮

交

・

企

利
賀
村
で
開
催
さ
れ
、

一

「蹴 と

r~'ëJJを通じた

世
界
九
ヶ
国
か
ら
訪

れ
る
人
た
ち
が
、
各
一

国
の
昧
自
慢
の
そ
ば
一

料
理
を
振
舞
う
こ
と
一

に
な
っ
て
い
ま
す
。
国
際
安
流
員
と
し
て
利
賀
村
に
滞
在
し
、

一

世
界
そ
ぱ
博
の
準
備
を
推
め
て
い
る
力
|
卜
・デ
ィ
・
フ
ィ
フ

ァ
ー
さ
ん
は
、
「
利
賀
の
人
た
ち
は
外
国
の
人
に
対
し
て
た
い

へ
ん
親
切
で
、
丁
寧
で
す
。
こ
こ
で
は
国
際
安
流
は
と
て
も

一

ナ
チ
ユ
ラ
ル
な
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
J

演
劇
と
そ
ば
を
通
一

し
て
、
週
疎
の
村
に
国
際
支
流
と
い
う
新
し
い
患
吹
が
吹
き
一

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
夢
在
、
宮
崎
さ
ん
に
伺
っ

一

た
と
こ
ろ
、
「
合
掌
文
佑
村
と
し
て
研
修
、
滞
在
施
設
を
整
備
一

し
、
普
段
心
に
余
裕
の
な
い
生
活
を
送
っ
て
い
る
都
会
の
人

一

達
が
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
在
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
所
に

し
た
い
で
す
ね
J

と
の
こ
と
で
し
た
。
利
賀
村
は
、
演
劇
の

一

舞
台
か
ら
国
際
交
流
の
最
前
線
と
い
う
表
舞
台
に
立
ち
、
さ
一

ら
に
、
過
疎
か
ら
の
脱
却
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

一

…

h
圏温
V

入

園
国
・

-
購

E
E副司
と
を

一

i
ーた
恨
ソ

!
M
U
e

，，
 

週
尺
ピ

約
配

車
田

時
は
奈
良
時
代
。
「
布
勢
の
水
海
」
で
舟
遊
び
に
興
ず
る

大
伴
家
持
。
う
つ
ら
う
つ
ら
と
夢
心
地
の
中
で
、
古
代
か

ら
現
代
ま
で
、
千
二
百
年
あ
ま
り
の
越
中
の
歴
史
が
豪
華

・

絢
欄
に
繰
に
広
げ
ら
れ
る
|

|
。

平
成
元
年
度
か
ら
始
ま
っ
て
、
す
で
に
高
岡
市
の
夏
の
風

一

物
詩
と
な
っ
た
感
の
あ
る
「
越
中
万
葉
夢
幻
謹
」
は
、
市
民

・

が
自
ら
企
画
し
、
参
加
す
る
野
外
音
楽
劇
で
す
。
そ
の
内
容

は
、
万
葉
の
故
郷
高
岡
に
ち
な
ん
で
、
大
伴
家
持
在
主
人
公

一

に
し
た
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
史
劇
と
な
っ
て
い
ま
す
。
「
第
一
回
は
、

一

市
制
百
周
年
在
記
念
し
て
、
平
成
元
年
に
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
時
、
衣
装
や
音
響
、
照
明
設
備
を
借
り
る
の
に
ふ
る
さ

と
創
生
受
付
金
を
活
用
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
J

と
、
今
年

・

で
四
回
目
と
な
る
こ
の
野
外
音
楽
劇
の
準
備
を
進
め
て
お
ら

・

れ
る
市
民
文
化
振
興

・

事
業
団
の
石
浦
正
雄

さ
ん
。
「俳
優
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
音
響

や
照
明
な
ど
も
全
部

一
般
の
素
人
の
方
々

一

で
す
か
ら
、
と
に
か

・

く
ま
と
め
る
の
が
大

・

変
で
す
。
で
も
ま
だ

今
年
で
四
回
目
の
イ

企石;甫さん(右)と「たまくしげ」森さん

べ
ン
ト
な
ん
で
す
が
、
出
演
し
た
い
と
い
う
申
込
み
も
年
々
一

増
え
て
い
ま
す
し
、
観
劇
に
来
ら
れ
た
方
も
昨
年
は
二
日
間
一

で
延
べ
七
千
人
を
数
え
ま
し
た
。
確
実
に
高
岡
の
夏
の
イ
べ
一

ン
ト
と
し
て
定
着
し
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
も
、

一

隆
で
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
支
え
て
く
れ
る
若
い
人
た
ち
の
協
力

一

が
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
J

昨
年
十
二
月
、
週
去
三
回
の

主
要
キ
ャ
ス
ト
を
演
じ
た
人
達
が
自
主
的
に
集
ま
っ
て
、
野
一

外
劇
団

「
た
ま
く
し
げ
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
「
最
初
は
照

一

れ
く
さ
か
っ
た
で
す
よ
。
で
も
練
習
を
繰
り
返
し
て
い
く
う
一

ち
に
、
ど
ん
ど
ん
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
ね
。
劇
を
練
一

習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
万
葉
の
故
雛
高
岡
の
歴
史
の
勉
強
一

に
も
な
り
ま
し
た
ね
J

劇
団
の
代
表
で
、
初
代
の
家
持
役
を
一

演
じ
た
森
弘
雄
さ
ん
は
、
そ
の
魅
力
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
一

劇
団
で
は
現
在
、
県
内
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
寸
劇
一

を
披
露
し
な
が
ら
今
年
の
夢
幻
書
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
て
・

い
ま
す
。
「
三
年
後
に
は
、
高
岡
を
舞
台
に
し
た
ス
ケ
ー
ル
の
一

大
き
な
公
演
を
行
い
た
い
で
す
ね
己
市
民
自
ら
が
参
加
し
、
一

歴
史
絵
巻
物
を
体
験
す
る

H

体
感
型
ま
ち
お
こ
し
H

と
し
て
一

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
大
成
功
を
収
め
て
い
ま
す
。

患
を
殺
し
て
聴
き
入
る
聴
衆
。
ピ
ア
ノ
が
静
か
に
奏
で
ら

れ
る
。
演
奏
が
終
わ
る
と
、
弾
き
出
さ
れ
た
よ
う
に
拍
手
の

渦
が
巻
き
起
こ
る
|

|
。
入
善
町
で
は
、
平
成
元
年
に
、
「
ピ

ア
ノ
の
ロ
ー
ル
ス
ロ
イ
ス
」
と
言
わ
れ
る
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル
フ

ア
|
社
製
の
ピ
ア
ノ
を
購
入
し
ま
し
た
。
抜
群
の
音
響
設
備

を
誇
る
コ
ス
モ
ホ
ー
ル
で
演
奏
さ
れ
る
と
、
よ
り
繊
細
な
音

を
出
レ
、
聴
く
者
は
も
ち
ろ
ん
、
演
奏
す
る
者
ま
で
も
魅
了

し
ま
す
。
「
入
善
は
も
と
も
と
文
化
的
な
活
動
の
少
な
い
土
地

柄
だ
っ
た
ん
で
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
こ
う
と
思
っ
て
も
、

機
会
が
な
か
っ
た
で
す
か
ら
ね
。
そ
れ
で
町
民
の
皆
さ
ん
が

気
軽
に
足
を
運
ん
で
も
ら
え
て
、
さ
ら
に
都
会
で
し
か
出
会

う
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
本
物
志
向
の
音
楽
を
提
供
で
き

る
場
を
設
け
よ
う
と
思
い
、
そ
の
条
件
整
備
の
一
つ
と
し
て
、

町
で
ピ
ア
ノ
を
購
入
し
た
ん
で
す
己
と
、
コ
ス
モ
ホ
ー
ル
を

管
理
し
て
お
ら
れ
る
大
沼
貞
二
さ
ん
。
ピ
ア
ノ
を
購
入
す
る

と
い
う
ア
イ
デ
ア
は
、
町
の
職
員
か
ら
出
た
も
の
だ
そ
う
で

す
。
ピ
ア
ノ
は
、
ピ
ア
ノ
界
の
大
御
所
、
マ
ド
ラ
ス

l
ス
コ

ダ
さ
ん
の
お
墨
付
き
を
も
ら
っ
た
と
い
う
名
器
。
「
管
理
が
す

ご
く
難
し
い
ピ
ア
ノ
な
ん
で
す
。
で
も
大
事
に
し
ま
っ
て
あ

ま
り
使
わ
な
い
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
一
般
の
方
に
も
ど

ん
ど
ん
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
ま
す
ω

定
期
的
に
こ
の
ホ
ー

ル
で
ピ
ア
ノ
教
室
の
子
供
達
の
発
表
会
を
開
い
て
い
る
と
い

う
中
田
勝
代
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
「
小
さ
い
頃
か
ら
子
供
た
ち
に
、

6 

9・

....大沼さん(右)と 中固さん

本
当
の

H

い
い
盲
H

に

触
れ
る
機
会
を
与
え

る
の
は
大
切
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
コ

ン
サ
ー
ト
に
も
よ
く

行
く
よ
う
に
な
り
ま

す
し
ね
。
コ
ン
サ
ー

ト
に
感
激
し
て
ピ
ア

弘

ノ
を
習
い
に
来
る
子

脚

も
結
構
い
ま
す
よ
J

闘

と
の
こ
と
で
す
。
音

順

楽
に
つ
い
て
の
関
心
が
町
民
の
聞
に
着
実
に
浸
透
し
て
き
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
「
コ
ス
モ
ホ
ー
ル
と
ピ
ア
ノ
の

購
入
に
よ
っ
て
、
ハ
ー
ド
は
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
町
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
て
、
い
ろ
ん
な
音
楽
を
楽

し
め
る
場
を
設
け
て
も
ら
え
た
ら
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
ね
J

と
大
沼
さ
ん
は
、
目
を
輝
か
せ
て
今
後
の
抱
負
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

7 
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E富山県立中央病院新病棟『

「中央病棟」完成-2ZE喜一..  

平
成
七
年
度
完
成
を
目
指
し
全
面
改
築
に
取
り
組

ん
で
い
る
、
県
立
中
央
病
院
に
新
し
い
病
棟
(
「
中
央

病
棟
」
と
呼
び
ま
す
。)
が
完
成
し
ま
し
た
。

新
病
院
は
「
日
本

一
の
健
康
県
づ
く
り
」
を
担
う

基
幹
総
合
病
院
と
し
て
、
高
度
の
医
療
技
術
の
提
供

に
加
え
、
患
者
本
位
の
「
県
民
に
信
頼
さ
れ
る
二
十

一

世
紀
の
病
院
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

完
成
し
た
新
病
棟
は
、
平
成
元
年
九
月
か
ら
第

一

期
工
事
を
進
め
て
い
た
も
の
で
、
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
、
地
下

一
階
、
地
上
十
階
建
て
で
、
屋

上
に
山
岳
遭
難
な
ど
の
緊
急
輸
送
用
と
し
て
、
ヘ
リ

ポ
ー
ト
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

延
べ
面
積
は
二
五
、
七
三
七
耐
で
六
月

一
日
(
月
)
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

/ 

/ 

伊

L -今後の工事の予定一J
今
後
、
現
存
の
病
棟
の
解
体
撤
去
工
事
、
改
修
等

を
行
っ

た
う
え
で
引
続
き
第
二
期
工
事
と
し
て
外
来

診
療
棟
、
中
央
診
療
棟
の
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

新
し
い
病
院
は
平
成
七
年
度
に
完
成
す
る
予
定
で

す
。工

事
期
間
中
は
、
現
在
地
で
の
改
築
の
た
め
な
に

か
と
、
ご
不
便
を
か
け
る
点
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
新
病
棟
は
、
六
月

一
日
オ
ー
プ
ン
の
た
め

五
月
三
十

一
日
(
日
)
に
移
転
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

当
日
は
、
混
雑
が
子
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
救
急
医
療

は
他
の
医
療
機
関
を
ご
利
用
願
い
ま
す
。
ま
た
、
入

院
患
者
さ
ん
へ
の
面
会
に
つ
い
て
も
ご
遠
慮
下
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

安らぎ空間

「緑のホールJ '-......_ー

v 

「
日
本
一
の
健
康
県
づ
く
り
」
を
担
う
基
幹
総
合
病
院
と
し
て
高
度
の
医
療

技
術
の
提
供
に
加
え
、
患
者
本
位
の
「
県
民
に
信
頼
さ
れ
る
二
十
一
世
紀

の
病
院
」
を
目
指
し
ま
す
。

E新病棟の概要コ

新
病
棟
は
二
1
九
階
に

一
室
あ
た
り
四
床
を
越
え
な
い
、
ゆ

っ
た
り
と

し
た
病
室
を
設
け
、
各
階
に
病
棟
食
堂
、
デ
イ
ル
ー
ム
を
設
置
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、

地
階
に
は
放
射
線
治
療
部
門
、

一
階
に
は
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
や
人
工
透
析
室
、
十
階
に
は
展
望
浴
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
が
ん
等
の
末
期
患
者
が
「
残
さ
れ
た

H
々
を
心
安
ら
か
に
」
「人

間
と
し
て
の
尊
厳
を
保
ち
な
が
ら
過
ご
せ
る
」
ょ
う
、
患
者
個
々
に
配
慮
し

た
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
骨
髄
移
植
な
ど
に
備
え
た
無
菌
病
室
を
設
け
る
と
と
も
に
、

M
R
I
(磁
気
共
鳴
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影
装
置
)
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
(
放

射
線
治
療
直
線
加
速
器
)
、
ア
フ
タ
ー
ロ

ー
デ
ィ
ン
グ
(
放
射
線
体
腔
内
微

小
線
源
治
療
器
)
な
ど
の
、
最
新
鋭
の
医
療
機
器
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

9 

A無菌病室

企血管造影室(心臓血管撮影装置)



地価公示における地価上昇率の動き
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 今

年
の
地
価
公
示
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

地
価
公
示
は
、
毎
年

一
月

一
日
現
在
の
調
査
地
点
の
価
格

(
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
)
を
国
上
庁
が
発
表
す
る
も
の
で
、

県
内
に
は
百
問
十
九
ヶ
所
の
調
査
地
点
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す。
地
価
公
示
価
格
は
、

一
般
の
上
地
取
引
価
格
の
目
安
と
な

る
ほ
か
、
公
共
事
業
用
地
の
取
得
価
格
の
算
定
基
礎
や
、
凶

土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土
地
売
買
届
出
の
審
査
基
準
と
し

.，. 

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
地
価
公
示
に
よ
る
と
、
本
県
の
地
価
の
対
前
年
変

動
率
は
、
す
べ
て
の
用
途
で
前
年
の
変
動
率
を
下
回
り
、
特

に
昨
年
変
動
率
の
高
か
っ
た
富
山
市
で
は
、
地
価
上
昇
に
沈

静
化
の
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
の
市
町
村
で

は、

一
部
市
町
に
お
い
て
前
年
の
変
動
率
を
上
回
る
地
域
も

み
ら
れ
ま
す
が
、
全
般
的
に
は
、
地
価
は
概
ね
安
定
基
調
に

あ
り
ま
す
。

土
地
の
取
引
を
す
る
と
き
に
は
、
地
価
公
示
ま
た
は
県
が

行

っ
て
い
る
地
価
調
査

(
毎
年
七
月

一
日
現
在
)
の
価
格
を

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

地
価
公
示
ま
た
は
地
価
調
査
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

県
庁
県
民
生
活
課
ま
た
は
各
市
町
村
の
土
地
対
策
担
当
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成4年1月1日
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V市街化調整区域内宅地

高木字中坪1148番外 31，400 

花木宇土田害!J400番2 29，400 

針原中町字好西寺826番4外 30，500

若竹町3丁目66番 56，200 

水橋上桜木191番2 22，700 

開発285番 32，000 

1.5 

8.0 

5.1 

2.7 

5.0 

9.7 

9.5 

マ住宅地

大町5-3

熊野町7-8

野村933番55

伏木矢田6-2

城東2-8-3

i皮岡90番1

永楽町6-12

立野字舘565番4

駅南3-11-5

京国110番

木津675番3外

泉町10-40

江尻字村前100番28

伏木東一宮12-30

下牧野字埋FH397番5

中国字移田野212番2外

戸出町6-6-39

V宅地見込地

山米田389番

V商業地

宮脇町字吉田1003番l外 1，350，000

丸の内2-5 415，000 

旅鑓町13番外 113，000 

清7~~T2-2- 1 8 168，000 

駅南1-8-29 417，000 
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V準工業地

奥田寿町9-13
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神通II1T2-4-2

水橋畠等字西狭場60番1

東中野町1-2-20

清水町7-2-15

一舟橋南町6-20

V宅地見込地
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V商業地

総曲輪3-5-6 2，660，000 

水橋町字大町49番1外 56，400 

小島町2-2 365，000 

呉羽町字海老山7085番1外 174，000

永楽町6-10 274，000 

今泉369番2外 730，000 

太出口通り 1-5-10 530，000 

堤町通り 2-7-8 741，000 

大町字当後割17番1外 300，000 

泉町ト1-3 445，000 

千石~T6-3-7 475，000 
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桜橋通り 6-11 1，920，000 12.9 

丸の内1-7-20 423，000 8.5 
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V住宅地

上圧町38番 55，000 6.2 

四方西岩瀬字石瀬156番 24，500 3.8 

草島字砂田287番41 35，900 17.7 

富岡町230番 49，500 4.2 

呉羽町字三舛苅5102番22 59，000 5.4 

五福字青山4372番2 96，000 5.5 

掛尾町字伊勢田割15番16 89，300 5.7 

米田すずかけ台2丁目 102番 56，40015.1 

秋吉字大曲割1番107 79，400 0.8 

石坂字外交田2973番6 95，500 14.4 

経堂2丁目 139番 72，900 

大町字市右エ門害IJ198番2 90，700 

山室字東田害!J191番31 79，500 

水橋舘町字柑屋作417番1 42，000 

蓮町宇一本木割93番8 51，000 

長江新町'2-6-14 101，000 

稲荷元町2丁目1番9外 165，000 

永楽町36-13 117，000 

藤の木台1丁目43番 49，000 

中島4丁目7番9 71，70。
新圧町字馬場73番5 56，800 

五福宇田中島486番1 98，000 

荒川字前川剖48番2外 58，500 

於保多町8-3 141，000 

堀川町宇烏ノ木害1]713番2 86，500 

大泉東~Tl-2-23 135，000 

西中野町1-3-12 185，000 

清水中町2-6 183，000 

千石町4-5-9 210，000 

布瀬町ト5-17 135，000 

堀川小泉町字古今道割563番8外 149，000

平成 4年|月|日時点

左から所在地及び地番

価格(円/附)

対前年上昇率(%)

5.4 

7.7 





ワンダーパートナー決定/
ワンダーパー トナーが決定しま

した。

自治体館「とやまワンダーラン

ド」で、 35市町村を代表する彼女

たちが、かわいい笑顔を振りまい

てく れます。

エキスポとやま博の自治体出展館「と
やまワンダーランド」で活躍してくれ
る mワンダーパートナ-"がこの程決

まりました。県下35市町村から 1名す

つが選出され、パビリオンの紹介や市
町村出展の案内などにあたります。全

市町村の住民代表が顔をそろえて運営
チームをつくるのは全国の博覧会で初

めての試みです。

開幕ヘ秒読みスタートグ

エキスポ開幕100日前イベント
エキスポとやま博開幕100目前とな

った4月1日、県庁前公園で記念の花

時計始動式が行われました。 12時の時

報と同時にスイッチオン。エキスポ開
幕に向けて時を刻みはじめました。 ま

たこの日には、会期中博覧会会場を彩

るフラワーポットも準備され、 県内の

中学生たちの子により、富山の名水を
使つての初濯水も行われました。

日129出 福岡町

野菜をつかったユーモラスな人形が
並ぶ「っくりもん」をパックに、菅笠
音頭などを扱露。

日130(日 小杉町

100.余りのユニークな創作みこし
が、3，000人の樹け声とともに会場内
を練り歩きます。

9月
9/13日 平村

平家落人伝説を受け継いだこきりこ

や麦屋節などの五箇山民謡をステー
ジいっぱいに繰り広げます。

9/20日)小矢部市
蓄音機によるミニコンサー卜や、普

段めったに乗ることができないクラ
シックカーにも乗れます。

9/23制 下村

加茂神社に古くから伝わる稚児舞や、

下村音頭、獅子舞などの伝統芸能を
披露。

、J、
15 

日19(日 富山市

三昧線の音色が響きわたる「三昧線
オーケストラ」や、ジャズなど、い
ろんな音楽が楽しめます。

日121樹 朝日町

誰でも楽しめるビーチバレー教室や

パタパタ茶のおもてなしもあります。

日122出 滑川市

、‘ひかりの街なめりかわ"をテーマ

とした市民ミユージ主力ルや、新川古

代神踊りなどを披露。

8/23(日 新湊市

会場全体が"海の貴婦人海王丸"
となります。来場者みんなが船乗り

になった気分。

日124円)大沢野町

大沢野に古くから伝わる高砂山願念
出踊りや、友好都市との調印式も行

われます。

日125ω大門町

会場いたるところに飾られた大凧を
パックに、獅子舞や大門音頭などの

伝統芸能を披露。

日126凶 氷見市

海上に浮かぶ立山連峰などの美しい
映像をパックlこ、有磯太讃などの伝

統芸能を披露。

8/27附 舟橋村

手づくりの大きな紙芝居を楽しんだ
あとは、舟橋音頭などの伝統芸能を
見せます。

日/回世 城端町

壮厳な麦屋踊りの他、勇壮な式年太
載の演舞などもあります。

8月
日11出 立山町

ネパールから仮面舞踏団を招いての
劇や、立山権現太蔽の妙技が被露さ

れます。

日/呂田 八尾町

八尾のおわらはもちろんのこと、八
尾曳山のお曜子や八尾和紙の紙すき
も体験できます。

日13円)魚津市

夜空に数百の提灯
が潰しくゆれる「た

てもん」や歯切れ

のよいリズムにあ
わせて踊る「せり

こみ蝶六Jなどの
勇壮な祭りを扱露。

日14ekl 黒部市

中学生たちによるかわいいブラスパ
ンド演奏や、魚つかみ取り大会など

を行います。

8/5桝 井波町
木槌の音を連想させるような大彫刻

をパックに、八乙女風神太鼓や木彫

り音頭などを披露。

日16桐 井口村

村民が一体となって井口村の豊かな

自然を感じさせるイベントを行いま
す。

8/7樹 細入村

舷阜県宮川村との獅子舞の競演、「細

入音頭」などの伝統芸能を搬露。

日/日出 福光町

夏を彩る華やかな七夕飾りをパック
に、太鼓の競演や「福光めでた」と

いった伝統芸能を擁露。

ジャパン・エキスポ・コーナー⑤

日替わりメニューで、郷土自慢。
会期中、会場内エキスポ劇場において、県下35

市町村それぞれの郷土自慢の伝統芸能や祭りなど

-を披露する「ふるさと万華鏡」の日程が決まりま

した。

7/25出 高岡市

「万葉から今日・明日へ」をテーマ
にした薪能や、雄壮な伏木の曳山が

晃れます。

豪華な衣裳をきた子供たちが大人顔

負けの漬技を繰り広げる子供歌舞伎
が男れます。

7/27伺)婦中町

会場内に流れる川に盃を浮かべての

「曲水の婁」や、かえるのジャンプ大

会もあります。

7/28ekl 入善町
特産ジャンボスイカを使って、家族

みんなで楽しめるゲーム大会を行い
ます。

7/29制 上平村

民謡の里・上平村に古くから伝わる
「といちんさ節」や「お小夜節」なと‘の

手ほどきをします。

7/30附 山田村

山田村特産のジ‘ヤ力、イモを使った世

界のジャガイモ料理が昧わえます。

7/31樹 福野町

福野町に伝わる伝統芸能の数々が見
れます。
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ふるさと万華鏡日程表

7月
7/19日)宇奈月町

子供たちが迫真の潰技をする"雪ん
子劇団M や、明日の稚児舞などが見

れます。

7/20伺)庄川町

水に浮かぶ丸太に乗っている時聞を
競う「流木乗り大会」や、天正いなほ

太厳などを蹟露。

7/21ekl 利賀村

、、ラマダンス"と呼ばれる仮面をつけ

た人たちによるパレードや、利賀の
初午などを擁露。

7/22岡 上市町

力強い空手の演武や、エアロピクス
ショーなどを行います。

7/23岡 大山町

戦国武将佐々成政
一行による武者行
列や、誰でも楽し

めるパラグライタ‘

一教室を行います。

7/24働 大島町

「絵本のまち 大島J を象徴する巨

大な絵本をパックに、獅子舞などの
伝統芸能を扱露。



総合運動公園建設室

県民の町ポーツ山一ョ l
ンを楽しむ人々が増え、また、魅力ある

都市づくりへの要望が高まる中で、都市

の緑とオープンスペースの確保が強〈求

められています。

富山県総合運動公園は、このような県

民のニーズに応えるとともに、 21世紀の

|とやまのシンボルとなる施設ですo

皆
さ
ん
は
、
富
山
県
総
合
運
動
公
園
の
建
設
計
画
を
ご
存
じ

で
す
か
。
こ
の
計
画
は
、
県
民
の
誰
も
が
い
つ
で
も
気
軽
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
豊
か
な
花
と
緑
に
つ
つ
ま
れ

た
二
十
一
世
紀
に
誇
れ
る
公
園
を
め
ざ
し
て
い
る
の
だ
そ
う
で

す
D

そ
ニ
で
今
日
は
、
総
合
運
動
公
園
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

-一一一
7
3
日
本
一

「川、ン

L
木
J
W

い
ま
富
山
県
は
、

二
十

一
世
紀
に
む
け

て
日
本

一
の

「健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
県
」
、
「
花

と
緑
の
県
」
、
「
科
学

・
文
化
県
」
と
い
う

三
つ
の
目
標
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
こ
の

公
園
は
、
そ
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
も
の
で
、

平
成
六
年
の
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
や
二
0
0
0

年
国
体
の
メ
イ
ン
会
場
に
な
り
ま
す
。
総

事
業
費
は
約
三
百
億
円
で
、
四
十
六
へ
ク

総合運動公園の建砂

設現場を案内して

いただきました。

V 
平成 5年の完成に

向けて着々と工事

が進んでいます。

-
デ
ザ
イ
、

da特
長

次
に
、
こ
の
公
園
の
デ
ザ
イ
ン
面
で
の
様
々
な
工
夫
を
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
公
園
は
、
体
力
と
技
術
力
の
向
上
を
テ

ー
マ
と
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
ゾ

l
ン
」
、
や
す
ら
ぎ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
テ

l
マ
と
し
た
「
リ
ラ

ッ
ク
ス
ゾ

l
ン
」
、
日
々
の

健
康
保
持
を
テ
l
マ
と
し
た
「
へ
ル
シ

l
ゾ
l
ン
」
の
一二

つ
の

エ
リ
ア
に
分
か
れ
ま
す
。
各
エ
リ
ア
は
、
立
山
連
峰
に
向
か

っ

て
伸
ぴ
る
通
路
「
ア
ル
ペ
ン
ラ
イ
ン
」
で
結
ば
れ
ま
す
。
ま
た
、

各
施
設
を
や
わ
ら
か
い
曲
線
や
曲
面
を
生
か
し
て
つ
く
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
周
辺
の
環
境
と
の
調
和
を
図
る
そ
う
で
す
。

圏
内
の
景
観
に
も
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
池
で
は
、
霊

気
楼
や
雲
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
水
煙
」
が
水
を
霧
状
に
噴
き
上

げ
て
虹
を
つ
く
り
だ
し
、
水
の
王
国
と
や
ま
を
象
徴
し
た
「
水

柱
」
も
噴
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
ほ
か
、

屋
敷
林
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
よ
う
な
植
林
や
、
水
車

・
風
車
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
楽
し
い

形
の
休
憩
所
等
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、

快
適
な
空
間
を
つ
く
る
様
々
な
工
夫
が
あ
る
の
だ
そ
う
で
す
。

タ
ー
ル
の
広
大
な
土
地
に
急
ピ

ッ
チ
で
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

場
所
は
富
山
市
南
部
で
、

J

R
富
山
駅
か
ら
九
キ
ロ
、
富
山

I
C
か
ら
四
キ
ロ
、

富
山
空
港
か
ら
一一

・
三
キ
ロ
と
い
う
交
通

条
件
に
恵
ま
れ
た
位
置
に
あ
り
ま
す
。
周
辺
に
は
す
で
に
富
山

県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
、
空

港
ス
ポ
ー
ツ
緑
地
、
カ
ル
チ

ャ
ー
パ
ー
ク
、
テ
ク
ノ
ホ
ー

ル
が
整
備
さ
れ
て
い
て
、
こ

の
公
園
が
完
成
す
れ
ば
、
名

実
と
も
に
全
国
に
誇
る
こ
と

が
で
き
る
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

一
大
拠

点
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

占、‘'
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-
主
な
施
設

a概
要

こ
の
公
園
は
、
施
設
面
で
も
充
実
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ゾ

l
ン
に
は
、
約
三
万
人

の
観
衆
が
収
容
で
き
、
最

高
の
施
設
を
も
っ
陸
上
競
技
場
が
で
き
ま
す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ト

ラ
ッ
ク
は
日
本
初
の
九
コ

l
ス
と
な
り
、
建
物
内
に
は
三
百
メ

ー
ト
ル
の
室
内
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
走
路
や
展
示
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も

つ
く
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
隣
接
し
て
補
助
競
技
場
が

つ

く
ら
れ
、
サ

ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
等
に
使
う
こ
と
も
で
き
る
そ

う
で
す
。

リ
ラ

ッ
ク
ス
ゾ

l
ン
に
で
き
る
ス
ー
パ
ー
ド
ー
ム
は
、
直
径

百
二
十
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
三
十
メ
ー
ト
ル
の
円
形
ド
ー
ム
で
、

様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
や
イ
ベ
ン
ト
に
利
用
で
き
る
そ
う
で
す
。
落

ち
着
い
て
く
つ
ろ
げ
る
芝
生
広
場
の
「
の
び
の
び
広
場
」
も
、

こ
の
ゾ

l
ン
に
つ
く
ら
れ
ま
す
。

へ
ル
シ

l
セ
ン
タ
ー
ゾ

l
ン
に
は
、

二
面
の
野
球
場
と
へ
ル

シ
l
セ
ン
タ
ー
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。

へ
ル
シ

l
セ
ン
タ
ー
は
、

室
内
型
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
場
で
、

コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
ハ
イ
テ
ク
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
す
る
こ
と
や
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
情
報
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で

す
。
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。

取
材
日
は
、
ま
だ
肌
寒
い
日
和
で
し
た
が
、
総
合
運
動
公
園

建
設
室
で
働
く
皆
さ
ん
の
熱
意
が
私
に
も
伝
わ
り
、
ホ

ッ
ト
な

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
い
つ
か
、
総
合
運
動
公
園
で
楽
し
く

過
ご
せ
る
日
が
来
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。



ふ
る
さ
乙

字
会
内
町

タ
ン
ポ
ポ
が
身
体
に
い
い
と
い
う

ち
ょ
っ
と
い
い
話た

ん
ぽ
ぽ
コ
ー
ヒ
ー

た
ん
ぽ
ぽ
の
根
を
乾
燥
、

-
i
E

加
工
さ
せ
て
コ
ー
ヒ
ー
風

1
1

味
に
し
た
「
た
ん
ぽ
ぽ
コ

ー
ヒ

l
」
が
、
宇
奈
月
町

の
特
産
物
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
コ
ー
ヒ
ー
、
ど
ん
な

味
が
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

な
ぜ
。
た
ん
ぽ
ぽ
。
な
の

だ
ろ
う
か
。
い
ろ
ん
な
興

味
が
手
伝
っ
て
、
取
材
に

足
を
運
ん
で
み
た
。

お
っ
し
ゃ
る
の
は
、
「
み
ど
り
の
国
」
農
場
長
で
あ
る
土
橋
裕

久
さ
ん
。
こ
の
施
設
で
は
、
ト
マ
卜
が
年
間
一
万
キ
ロ
グ
ラ

ム
、
サ
ラ
ダ
菜
で
は
年
間
四
十
万
株
収
穫
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
水
耕
栽
培
に
は
、
何
と
い
っ
て
も
、
連
作
障
害
が
起
こ
ら

な
い
と
い
う
こ
と
と
、
ま
わ
り
の
自
然
環
境
に
影
響
さ
れ
な

い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
形
も
味
も
い

い
野
菜
が
で
き
る
ん
で
す
U

記
者
も
も
ぎ
た
て
の
ミ
ニ
ト
マ

ト
や
サ
ラ
ダ
菜
を
い
た
だ
い
た
。
無
農
薬
な
の
で
も
ぎ
た
て

を
そ
の
ま
ま
か
ぶ
り
つ
く
。
ト
マ
卜
の
甘
い
こ
と
。
ま
た
、

サ
ラ
ダ
菜
の
み
ず
み
ず
し
い
こ
と
。
確
か
に
味
が
違
う
。
「去

年
は
一
年
間
で
約
四
千
人
の
入
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。
将
来

的
に
は
規
模
を
拡
げ
、
野
菜
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
温
泉
水
を

司船x
....小森さんl立、ご自分で飲まれて
厳しい味のチェック

....乾燥させたタンポポの根がコーヒーになる

「
実
は
タ
ン
ポ
ポ
は
外
国
で
は
食
用

の
植
物
な
ん
で
す
よ
。
日
本
で
は
道
端

に
生
え
る
草
花
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
し
か

な
い
け
ど
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
野
菜
と
し
て
食
べ
ら
れ
て
い
る

し
、
中
国
に
は
タ
ン
ポ
ポ
の
ビ
ー
ル
も
あ
る
。
し
か
も
タ
ン

ポ
ポ
に
は
身
体
に
い
い
い
ろ
ん
な
有
効
成
分
が
含
ま
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
転
作
で
あ
い
た
畑
を
利

用
し
て
、
タ
ン
ポ
ポ
の
栽
培
を
は
じ
め
た
ん
で
す
よ
U

と
お

っ
し
ゃ
る
の
は
、
「
蒲
公
園
」
代
表
の
小
森
米
二
さ
ん
。
日
本

で
も
最
大
規
模
の
タ
ン
ポ
ポ
専
門
栽
培
園
を
も
っ
て
お
ら
れ

る
。
「
六
月
頃
か
ら
タ
ン
ポ
ポ
の
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
る
ん
で
す

が
、
も
う
畑
一
面
が
真
つ
黄
色
に
な
り
ま
す
。
そ
ら
見
事
な

も
ん
で
す
よ
。
そ
の
花
を
摘
み
取
っ
て
、
根
は
コ
ー
ヒ
ー
、

葉
は
お
茶
に
す
る
ん
で
す
よ
U

さ
っ
そ
く
コ
ー
ヒ
ー
を
い
た

だ
い
た
。
味
わ
い
、
香
り
と
も
に
少
し
薄
め
の
コ
ー
ヒ
ー
と

い
う
感
じ
で
、
全
獄
中
青
臭
く
な
い
。

コ
ー
ヒ
ー
が
好
き
な
記

者
に
は
お
い
し
く
飲
め
た
。
「
た
ん
ぽ
ぽ
は
何
と
い
っ
て
も
薬

草
。
将
来
的
に
は
食
用
と
し
て
出
荷
も
し
た
い
で
す
し
、
花

を
利
用
し
た
ワ
イ
ン
も
作
っ
て
み
た
い
で
す
ね
U

し
か
し
タ
ン
ポ
ポ
が
薬
草
だ
っ
た
と
は
。
意
外
な
話
だ
と

思
い
ま
せ
ん
?

利
用
し
た
花
の
栽
培

や
魚
の
養
殖
な
ど
も

手
が
け
た
い
で
す
ね
U

し
か
し
整
然
と
並
ぶ

サ
ラ
ダ
菜
プ
ラ
ン
ト

に
は
圧
倒
さ
れ
る
。

未
来
の
農
業
を
垣
間

見
た
よ
う
な
気
が
し

た
。

「
い
い
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
た
と
き
は
、

最
高
に
う
れ
し
い
で
す
ね
。
」

六
月
頃
、
山
合
い
の
岩
場
に
、
薄
紫
色
の
か
わ
い
い
花
を

咲
か
せ
る
ラ
ン
が
あ
る
。
羽
蝶
蘭
(
ウ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
)
は
自

生
す
る
ラ
ン
の
中
で
も
ひ
と
き
わ
美
し
い
花
を
咲
か
せ
、
人

室究研オ
ん

イ
さ

パ
士

が
毅

宅自
中

企

-~弘、

宇

奈

月

町

の

概

要

一
人
口
七
、
一
九
二
人

主(
駐
担
問
調
融
?
よ
り
)

一
面
積
三
三
九
・
五
七
加

。
羽
蝶
蘭
々
愛
好
家

毅
士
さ
ん

中

気
の
高
い
品
種
で
あ
る
。
こ
の
可
憐
な
花
に
心
奪
わ
れ
、
自

宅
で
研
究
栽
培
し
て
お
ら
れ
る
中
紘
全
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

「
十
年
ほ
ど
前
、
友
人
と
渓
流
釣
り
に
行
っ
た
と
き
、
岩
場

に
す
っ
と
咲
い
て
い
る
羽
蝶
蘭
を
見
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
運

命
的
な
出
会
い
で
し
た
ね
U

以
来
、
そ
の
美
し
い
花
の
か
と

り
こ
。
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
中
さ
ん
は
、
や
が
て
自
宅
で
こ

の
ラ
ン
の
栽
培
を
始

め
る
よ
う
に
な
る
。

「
姿
の
美
し
い
花
を

咲
か
せ
る
た
め
に
、

い
ろ
ん
な
品
種
を
い

ろ
ん
な
パ
タ
ー
ン
で

交
配
さ
せ
る
ん
で
す
。

で
も
本
当
に
ほ
れ
ぼ

は
蝶

に
羽
〈

頃
な
咲

月
事
が

6
見
蘭

4
司

サト
よラーマ

タ上
菜カ3
毒薬
伸玖
a-
す
る

水
耕
楽
園
「
み
ど
り
の
国
」

温
泉
の
町
、
宇
奈
月
。
そ
の
宇
奈
月
の
温
泉
水
を
利
用
し
、

野
菜
の
水
耕
栽
培
を
行
っ
て
い
る
施
設
が
あ
る
。
「
水
耕
楽
園

み
ど
り
の
国
」
は
、
北
陸
初
の
連
棟
式
の
ガ
ラ
ス
温
室
で
、

五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
敷
地
面
積
に
、
ト
マ
ト
や
サ
ラ

ダ
菜
な
ど
、
約
十
種
類
の
野
菜
や
植
物
が
水
耕
栽
培
さ
れ
て

い
る
。

理一三
8

0
J
 

ピンコて蛤
品

内棟ス-フガv
 

....rみどりの固」農場長土橋裕久さん

「
こ
こ
は
室
温
か
ら
野
菜

に
与
え
る
水
の
栄
養
濃
度
に

至
る
ま
で
、
全
て
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
で
管
理
さ
れ
て
い

ま

す
。
土
を
使
わ
ず
に
植
物
を

育
て
る
と
い
う
、
農
業
の
進

ん
だ
ひ
と
つ
の
形
態
を
実
践

し
て
い
る
施
設
で
す
ね
U

と

18 

vサラタe菜がズラッと並ぶ機子にはびっくり

九、
¥ 

、h 、

¥ 

一、、

} ・v

is
一
ぞ
一一

れ
す
る
よ
う
な
花
を
咲
か
せ
る
の
は
、

数
百
本
に
一
本
く
ら

い
だ
と
思
い
ま
す
U

中
さ
ん
の
羽
蝶
蘭
へ
の
あ
く
な
き
探
究

心
は
並
大
低
で
は
な
い
。
自
宅
の
庭
に
は
鉢
植
え
の
小
鉢
が
、

そ
し
て
家
の
中
に
も
球
根
が
栽
培
さ
れ
た
ビ
ン
が
所
狭
し
と

並
ぶ
。
「
数
年
前
か
ら
バ
イ
オ
の
技
術
を
使
っ
て
人
工
無
菌
栽

培
を
始
め
た
ん
で
す
。
は
じ
め
は
専
門
的
な

こ
と
は
わ
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
本
か
ら
の
知
識
だ
け
を
頼
り
に
、
ビ
ン

の
完
全
消
毒
の
方
法
と
か
は
自
介
で
考
え
た
ん
で
す
よ
U

そ

ん
な
中
さ
ん
の
夢
は
、
「
岩
場
に
咲
い
て
い
る
花
で
す
か
ら
、

と
に
か
く
水
は
け
が
よ
い
所
じ
ゃ
な
い
と
育
た
な
い
し
、
病

気
に
も
か
か
り
ゃ
す
い
か
弱
い
花
な
ん
で
す
。
何
と
か
露
地

栽
培
で
き
る
よ
う
な
強
い

品
種
を
つ
く
り
た
い
で
す

ね
U

と
の
こ
と
。

熱

っ
ぽ
く
語
る
中
さ
ん

の
夢
が
花
開
く
日
も
近
い
。

19 

断
崖
絶
壁
の
峡ハ〈
口
美
が
続
く
黒
部
峡
ハ〈
ロ
と
秘
境
の
温
泉
を
結
ん
で
ト
ロ

ッ
コ
電
車
が
走
る
。
湯
け
む
り
た
だ
よ
う
宇
奈
月
温
泉
は
県
内
最
大
の
温

泉
地
と
し
て
発
展
し
て
お
り
、
県
内
外
問
わ
ず
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
訪

れ
て
い
る
。
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春c)薬草， ~親! わ会
富山県薬用植物指導センターでは、皆さんに薬草に親

しんでもらうため、次のとおり「春の薬草に親しむ会」

を開催します。皆さんの参加をお待ちしております。

5月29日(針 午前9時30介から午後3時30介 まで

富山県薬用植物指導センター

く午前〉身近な薬草の楽しみ方・育て方

く午後〉薬草園の案内、見学

定 員 70名(定員になり次第、締切ります。)

参加費 無料

携帯品筆記用具、昼食

問合せ・ 申込 み

富山県薬用植物指導センター 花と緑の銀行では、花と緑にあふれた

地域づくりを進めています。

ご近所の生垣や花壇で、 美 しい景観を

創出している街かどを推薦して下さい。

推薦場所を写真に撮り(何箇所でも可)、

ご応募下さい。

応 募 方 法 推薦場所、 応募者の住所、氏名、年令、

電話番号を記入の上、 カラー写真(キャ

ビネ判)をお送り 下 さい。

平成4年 5月 1日か ら7月10日

o干939-27 婦負郡婦 中 町上轡 田42

開)花と緑の銀行 (ft0764-66-2425)

o花と 緑の銀行市町村支庖 (各市町村の

花と 緑の担当課)

富山県内に咲く花(自生 、植栽)、自然

の緑、緑化木(街路樹、町並み、庭木)

や花と緑とのふれあい風景など花や緑に

ついて表現できる作品をご応募下さい。

規 格 単写真の場合キ ャビネサイズ以上。

ft0764 -72 -0801 

6白

9書
写残
τ約
./期

lま

時

所

容

日

場

内

役立つています。あなたの税金

自
動
車
税
は
、

自
動
車
の
所
有
者
に
か
か

県
税
事
務
所
か
ら
送
付
さ

毎
年
4

書
に
よ
り
、

最
寄
り
の
金

税
事
務
所
の
窓
口
で
納
め

で
き
ま
せ
ん
。

。
納
税
証
明
書
が
な
け
れ
ば
車
検
を
受
け
る

こ
と
が

応募期間

応募先

組写真の場合 各キ ャビネサ イズ以上。

未発表のもので、 一人三点以内。

平成4年 8月20日併合 当日消印有効。

o干93'9-27 婦負郡婦 中町上轡田42

担割花と 緑の銀行

「花と 緑の写真コンテスト」係

ft0764-66-2425 

o花と緑の銀行支庖 (各市町村花と緑の

担当課)

o富山県カ メラ商組合加盟庖

応 募 点 数

応募締切

応募先

、ど、、
落花生を植えて

わヲ
星座観察やクラフ卜などの野外活動の他、

その成長過程を観察します。

期 日 平成4年 5月23日出より四回実施。

場所黒部青少年の家

対 象 小学校3年生一 6年生の親子

定 員 親子30組 60名

参加費 1人 2千 円 (研修材料、傷害保険料等)

問合せ 黒 部 青少年の家宮0765-52 -3240 

四季司自然， ~親!

-・E冨冨盈置軍軍~

平成4年

工業統計調査ポスター

t5fi自|
通商産業省では、平成 4年

12月31日現在で実施する平成

4年工業統計調査の広報用ポ

スターを次のとおり公募し ま

す。

ー
、
公
募
作
品
の
内
容

公
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
、
工
業
統
計
調
査
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
調
査
へ

の
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
内
容
の
も
の
と
し
ま
す
。

2
、
公
募
作
品
の
規
格
等

川
用
紙
は
日
本
工
業
規
格

A
2
版
を
縦
長
に
使
用
し
て
下
さ
い
。

凶
使
用
す
る
色
は

4
色
以
内
と
し
て
下
さ
い
。

た
だ
し
、
白
色
は

1
色
と
は
数
え
ま
せ
ん
。

同
図
案
に
は

「
通
商
産
業
商
」
、
「
工
業
統
計
調
査
」
、
「
平
成

4
年
ロ
月

引
日
」
の
文
字
を
必
ず
入
れ
て
下
さ
い
。

同
写
真
は
使
用
し
な
い
で
下
さ
い
。

ω応
募
作
品
の
裏
面
に
は
、
「
住
所
」
、
「
氏
名
」
、
「
電
話
番
号
」
、
「
職
業

(
学
生
の
場
合
は
学
校
名
、
学
年
)
」
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

3
、
入
選
者
の
発
表

8
月
末
日
ま
で
に
本
人
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

4
、
募
集
期
間

平
成

4
年

5
月

1
日
か
ら

6
月
初
日

(当
日
消
印
有
効
)
ま
で
で
す
。

5
、
応
募
先

干
9
3
0

富
山
市
新
総
曲
輪

1
|
7

富
山
県
庁
総
務
部
統
計
課

0
7
6
4
・
3
1
・
4
1
1
1
(
内
線

3
3
8
6
)

まi

県内の銀行、信用金庫、農協、漁協、信用組合

又は県税事務所で納めてください。

-県税の所管区域図(平成4年 4月 1日現在)

'1' 

北
陸
新
幹
線
の
環
窮
ア
セ
ス
案
の
縦
覧
と
説
明
会
に
つ
い
て

北
陸
新
幹
線
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
た
め
、
日
本
鉄
道
建
設
公
団
で
高
岡
・
金
沢
聞
の

環
境
影
響
評
価
報
告
書
案
が
作
成
さ
れ
、
次
の
と
お
り
縦
覧
と
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

V
縦
覧

ハ門
期
間

平
成
四
年
五
月
一
日
(
金
)
か
ら
平
成
四
年
六
月
一
日
(
月
)
ま
で

た
だ
し
、

日
曜
日
、
祝
日
、
振
替
休
日
、
第
二

土
曜
日
及
び
第
四
土
曜
日
を
除
く

日
本
鉄
道
建
設
公
団
富
山
新
幹
線
建
設
準
備
事
務
所

(富
山
市
本
町
九
番
六
号
三
井
生
命
ビ
ル
五
階
)

富
山
県
企
画
県
民
部
新
幹
線
交
通
対
策
室

関
係
市
町
で
あ
る
高
岡
市
役
所
、
小
矢
部
市
役
所
、
福
凋
町
役
場

同
時
間

午

前

九

時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。
た
だ
し
、
土
曜
日
は
正
午
ま
で
o

v
関
係
市
町
の
住
民
へ
の
説
明
会

-
日
時
平
成
四
年
五
月
十
五
日
(
金
)
午
後
二
時
か
ら
午
後
四
時
ま
・で

・
場
所
小
矢
部
市
総
合
会
館
(
小
矢
部
市
城
山
町
一
番
一
号
)

な
お
、
関
係
市
町
の
住
民
は
、
富
山
県
知
事
に
対
し
、
環
境
影
響
評
価
報
告
書
案
に
つ
い

て
環
境
保
全
の
見
地
か
ら
の
意
見
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

意
見
は
、
住
所
、
氏
名
、
提
出
年
月
日
を
記
載
し
た
害
面
に
よ
り
、
平
成
四
年
六
月
十
五

日
(
月
)
ま
で
に
、
関
係
の
市
、
町
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

ロ
場
所

月
1
日
現
在
の

る
税
金
で
す
。

れ
る
納
税
通
知

融
機
関
又
は
県

て
下
さ
い
。

-・E霊園翠亙m圏E・・
県税についての相談や苦情がありましたら、お気軽に

下記の県税事務所までご連絡下さい。

事務所等 所 在 地

富山県税事務所 富山市舟橋北町卜 11fi(0764)4ト2551

自動車税センター 富山市新庄町馬場39-6fi (0764) 24-9211 

高岡県税事務所 高岡市赤祖 父 2川 fi(0766)2卜9411

魚津県税事務所 魚津市新宿 10-7fi(0765)24-5311 

砺波県税事務所 砺波市幸町ト 7fi(0763)33-5151 

富山県総務部税務課 富山市新総曲輪ト7fi(0764)3ト4111
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貧困の税金は税務署へ

市町村の税金は市役所または町村役場へ



家
庭
l

の
ご
案
内

こ
ど
も
や
家
庭
の
こ
と
に
つ
い
て
、
悩

み
ご
と
、
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

最
寄
り
の
家
庭
児
童
相
談
室
に
、
お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。

家
庭
児
童
相
談
室
は
、
市
役
所
ま
た
は

県
総
合
庁
舎
に
あ
る
社
会
福
祉
事
務
所
内

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

相
談
時
間
は
、
平
日
午
前

9
時
半
か
ら

午
後

4
時
ま
で
、
土
曜
日
午
前
叩
時
か
ら

戦没者の

遺族の皆さんへ

正
午
ま
で
。

(
第
二
、
第
四
土
曜
日
は
休
み
で
す
。
時

間
等
は
、
相
談
室
に
よ
り
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。)

相
談
は
無
料
で
す
。(
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
)

詳
し
く
は
最
寄
り
の
家
庭
児
童
相
談
室

(
宮
市
役
所
、
県
総
合
庁
舎
代
表
電
話
)

ま
た
は
県
庁
児
童
家
庭
課

(
8
0
7
6
4
・

M
・
3
2
0
8
)
ま
で
。

第

5
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
手
続
は
お
済
み
で
す
か
。
平

成

4
年

6
月
幻
日
が
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

-
戦
没
者
等
の
遺
族
(
戦
没
者
死
亡
当
時
の
三
親
等
内
の
親

族
)
で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
方
に
特
別
弔
慰
金
(
額
面

十
八
万
円
国
債
)
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
昭
和
印
年

4
月

1
日
か
ら
平
成
元
年

3
月
引
日
の
問
に
、

公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
の
受
給
権
者
が
遺
族
内
か

ら
い
な
く
な
っ
た
。

②
昭
和
印
年

4
月

2
日
か
ら
平
成
元
年

4
月

1
日
の
聞
に
、

戦
傷
病
者
戦
没
者
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権

を
取
得
し
た
方
。

請
求
手
続
き
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、

県
社
会
福
祉
課
恩
給
援
護
係

(
0
7
6
4
・
引
・

4
1
1
1

内
線

3
4
1
6
)
又
は
市
町
村
の
援
護
担
当
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

『
情
報
工
房
』
が
オ

i
ブ、
ν
し
ま
守
。

の
入
門
的
な
研
修
を
行
い
ま
す
。

ω創
作
ゾ
ー
ン
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
や

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
創

作
、
ビ
デ
オ
ソ
フ
卜
の
編
集
が
で
き
ま

す
。

同
交
流
ゾ

l
ン
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
鮮
明
な
映
像
が
鑑
賞
で

き
ま
す
。

ワ
ー
プ

ロ
や
パ
ソ
コ
ン

〈
場
所
〉
富
山
市
高
田
町
情
報
ビ
ル

1
階

〈
電
話
〉

0
7
6
4
・糾・

7
8
8
7

公文書館企画展「樽覧会に見る富山県のあゆ

みJ(~5 月 15 日)
3月16日

「とやま名誉大使」称号授与式

とやま観光物産センター(いきいき KA N) 

オーフン

3月18B
3月19日

子どもと遊びフォーラム(~22 日)

とやまワンダーパートナ一発足式

第7回イメージディレクタ-懇談会

3月21B 
3月24日

3月26日

申
し
込
み
の
ご
案
内

4

4

4

4

4

4

4
『

4

県
で
は
、
県
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
、

住
宅
を
新
築
、
購
入
、
又
は
改
良
さ
れ
る
方
に

対
し
、
低
利
で
資
金
を
融
資
し
ま
す
。

ハ門
融
資
限
度
額

新
築
・
購
入
三
百
二
十
万
円
ヘ
但
し
公
庫
資
J

改
良
・
中
古
二
百
万
円

f

金
の
%
以
内
下

回
融
資
利
率

老
人
間
居
住
宅
・
心
身
障
害
者
同
居
住
宅

等
一
般
住
宅
は
、
五
・
四
パ
ー
セ
ン
ト

耐
雪
住
宅
、
融
雪
住
宅
、
自
然
落
雪
住
宅
、

長
寿
社
会
対
応
住
宅
は
四
・
四
パ
ー
セ
ン
ト

「第47[9]県展・作畠募集」|温 5月3旧は世界禁煙デーです。 I 

県
又
は
住
宅
供
給
公
社
が
造
成
し
た
宅
地
を

取
得
さ
れ
る
方
に
対
し
、
低
利
で
資
金
を
融
資

し
ま
す
。

ハ門
融
資
限
度
額
二
百
五
十
万
円

同
融
資
利
率
五
・
四
パ
ー
セ
ン
ト

同
償
還
期

間

二

O
年
以
内

ど
ち
ら
も
申
込
は
、

5
月
1
日
か
ら
各
金
融

機
関
で
受
け
付
け
ま
す
。

問
合
せ

富
山
県
住
宅
供
給
公
社

0
7
6
4
・
ロ
・

5
1
3
1
(
代
)

県
庁
建
築
住
宅
課

0
7
6
4
・
糾
・

3
3
5
5
(直
通
)
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富
山
の
初
夏
を
飾
る
富
山
県
美
術
展
(
県

醐展
)
は
今
年
で

U
年
目
を
迎
え
ま
す
。

町、一

今
年
も
県
民
の
皆
さ
ん
の
優
れ
た
作
品
を

f

二
募
集
し
ま
す
。

ー、

期
間

2
、
会
場

3
、
部
門

6
月

6
日
出
l
ロ
日
制

富
山
県
民
会
館

日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・

書
・
写
真

7
日
間

4
、
搬
入
日

6
月

1
日

何

日

時

i
m時

2
日

ω
9時
j
m時

5
、
応
募
点
数

各
部
門
に
つ
い
て
一
人
一
点

※
詳
し
く
は
、
県
庁
文
化
課
へ

。

T
E
L
0
7
6
4
・
判
・

3
4
5
5

日 曜 場 所 時 問

4 木 上市町役場 9 :30~12 :00 

富山地鉄上市駅前 1 3 : 00 ~ 1 5 : 30 

9 火 立山町役場前 9 :30 ~ 15:30 

11 木 氷見市役所前 1 0 : 00 ~ 15 : 30 

13 土 富山市「アピタ」ショッヒ。ンクーセンター前 10 ・ 00 ~16 :00

14 日 富山市中央通り 1 0 : 00 ~ 16 : 00 

20 土 富山西武デパート前 1 0 : 00 ~ 1 6 : 00 

21 日 富山西武デパー卜 前 1 0 : 00 ~ 1 6 : 00 

22 月 入善町役場前 1 0 : 00 ~ 15 : 30 

27 土 砺波市「ジャスコ」砺波庖前 1 0 : 00 ~ 15 : 30 

28 日 大島町「アプリオ」シヨ‘ンピンクーセンター前 10 ・ 00 ~ 15:30

。富山県赤十字血液センターでは、毎土曜日の午後も開所し

(祝祭日除)、献血を受付けています。

なお、血液センターは5月25日から富山市飯野字殿田割25-4
に移転新築し業務しています。

百貨街頭献血日程

富
山
県
で
は
、
様
々
な
情
報
シ
ス
テ
ム

を
自
由
に
使
え
る
施
設
と
し
て
、

5
月

7

日
に
富
山
県
情
報
工
房
を
開
設
し
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
等
に
関
心
の
あ
る
多
く
の
皆
様

の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

情
報
工
房
は
次
の

4
つ
の
ゾ
ー
ン
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

川
体
験
ゾ
ー
ン
最
新
の
情
報
シ
ス
テ
ム

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
自
由
に
操
作
・

利
用
で
き
ま
す
。

ω研
修
ゾ
ー
ン

富山県公害対策審議会

東海北陸自動車道 (福光~小矢部砺波間)

開通式

エキスポとやま博開幕100日前イベント

県庁前公園花時計始動式

3月27日
3，ij28日

4月1日

23 

側)富山県暴力追放運動推進センター設立開所式

消紡学校入校式

春の全国交通安全運動出発式

新しく就職した若人を励ます集い

富山県立大学入学式

4月3日

4月6日

4月9日

4月10日
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地
価
公
示

P 
12 

p
日

一
エ
キ
ス
ポ
コ
ー
ナ
ー
⑤

p
m
一
県
庁
探
訪
/
総
合
運
動
公
園
建
設
室

p
m
一
ふ
る
さ
と
み
で
あ
る
記
/
宇
奈
月
町

p
m
一
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

。
表
紙
撮
影
/
赤
羽
仁
諭

い
き
い
き
富
山
観
光
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
が
、

四
月
十
一
日
、
富
山
市
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
は
、
エ
キ

ス
ポ
と
や
ま
博
開
幕

ま
で
あ
と
九
O
日

と
い
う
日
で
も
あ

り
、
ミ

ス
エ
キ
ス

ポ
富
山
の
皆
さ
ん

の
熱
の
こ

も
っ
た

P

R
に、

司
会
の

志
の
輔
さ
ん
も
タ

ジ
タ
ジ
で
し
た
。

&事這詞両日且困層
富山県交通事m相談所東別館1階

台 (0764)31-削竹内4400
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覚

談

ゆ

・
相

ho

法

な

化
、|

商

ん

川町
川

質
ど
。
っ
〈

悪

、
す
ニ
E

.
ど
ま
ヨ
4

題
な

じ

心

問
剤

応

市

庭

い
も

ω

家

せ
に

宮

高齢者や家族の心配ご、と、

悩みごとに富山県高齢者

総合相談センター
富山市舟橋南町5-14
社会福祉会館内

宮 (0764)41-4 1 10 

-~1~';:相周同町4・H・
消費生活センター

富山市安住町7-18
安住町第一生命ピル内

〈一般相談は)

宮 (0764)32-9233
(金融相談は)

宮 (0764)33-3252
消費生活センター高岡支所

高岡市本丸町7-1
本丸会館内

宮 (0766)25-2777 

-・・・・・t宅.~・匝・~IIR"F.'__  _ 
富山市新総由輪ト7(県庁内)

岱 (0764)3ト4111附
31-3131 (県民相談電話)

高岡市赤祖父21l(総合庁舎内)

宮 (0766)21-9411附
魚津市新宿10-7(総合庁舎内)

fi(0765)24-5311附
砺波市幸町ト7(総合庁舎内)

合 (0763)33-5151附

-・・・・E幽EilII箇置白血圃固盟・・・・・・

室

高岡地方県民相談室

魚津地方県民相談室

砺波地方県民相談室

z炎相民県

自
に
は
青
葉

三
月
は
別
れ
の
月
、
四
月
が
出
合
い
の
月

な
ら
ば
五
月
は
何
の
月
な
の
で
し
ょ
う
。

詩
人
ハ
イ
ネ
は
かイ
ム
・
ヴ
ィ
ン
ダ

|
シ
エ

ー
ネ
ン

・モ
ナ

|
卜・

マ
イ

(う
る
わ
し
の

五
月

γ
と
い
う
。
澗
漫
の
花
が
散
っ
て
、
ま

ば
ゆ
い
青
葉
の
候
、

空
に
は

か鯉
の
吹
き
流

し
。
が
ひ
る
、か
え

っ
て
い
ま
す
。

コ
イ
は
出
世
魚
|

|
中
国
で
は
昔
か
ら

「
竜
門
の
鯉
」
と
い
い
、

黄
河
の
上
流
に
あ

る
竜
門
峡
の
激
流
を
さ
か
の
ぼ
っ
た
鯉
は
出

世
し
て
竜
に
な
る
、
と
い
う
伝
説
が
あ
り
ま

す
。

て
ん
か
く

登
竜
門
に
失
敗
し
た
人
を
「
点
額
」
と
い

い
ま
す
が
、
今
、
こ
う
い

っ
た
境
地
に
あ
る

人
は
、
峨
(
五
月
は
鯉
憾
の
季
節
で
す
)
を

見
て
決
意
を
あ
ら
た
に
し
頑
張
っ
て
欲
し
い

と
願
う
の
で
す
。

コ
イ
は
、

五
月
に
産
卵

・
ふ
化
し
ま
す
。

フ
ナ
も
こ
の
頃
に
産
卵
し
ま
す
が
、
コ
イ
の

よ
う
に

かひ
げ。

を
も
た
な
い
故
で
し
ょ
う

か
、
「
鮒
侍
」
な
ど
と
い
わ
れ
て
余
り
喜
ば
れ

な
い
魚
で
す
。

コ
イ
と
い
え
ば
、
タ
イ
、
タ
イ
も
五
月
の

魚
で
す
。
。子
付
け
鯛
0

・
0

は
ら
み
鯛
。
と
い

っ
て
産
卵
期
、
お
目
出
タ
イ
と
語
自
合
わ
せ 恋

の
季
節

さ
れ
、
そ
の
姿
の
よ
さ
・
味
の
よ
さ
を
艶
で

〈寄
っ

て
も
鯛
〉
:
:
:
五
月
は
、
会
い
タ
イ

。
コ
イ
の
季
節
。
で
す
。

や
ま
は
と
と
ざ
す
は
つ
の
つ
れ

六
目
に
は
青
葉
山
時
鳥
初
鰹
(
素
堂
)

カ
ツ
オ
は
、
黒
潮
に
の

っ
て
回
遊
し
、
初

夏
に
は
日
本
近
海
に
来
、
秋
風
と
と
も
に
南

下
し
ま
す
。

で
も
、
カ
ツ
オ
群
の
回
遊
は
主
と
し
て
太

平
洋
側
で
、
日
本
海
に
入
っ

て
く
る
こ
と
の

少
な
い
魚
で
す
。
日
本
海
に
は
河
川
、か
多
く、

カ
ツ
オ
は
海
水
の
塩
介
や
水
の
濁
り
に
敏
感

な
せ
い
で
し
ょ
う
。

で
す
か
ら
、
富
山
湾
で
の
鰹
漁
の
大
半
は

実
は
、
カ
ツ
オ
で
は
な
く
ソ
ウ
ダ
ガ
ツ
オ
(体

長
六
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
カ
ツ
オ
よ
り
小

さ
く
、

市
価
も
カ
ツ
オ
に
比
べ
て
か
な
り
安

く
な
っ
て
い
ま
す
)
な
の
で
す
。

日
本
海
で
は
カ
ツ
オ
は
豊
漁
年
で
も
数
十

ト
ン
、
ソ
ウ
ダ
ガ
ツ
オ
は
不
漁
の
年
で
も
数

百
ト
ン
、
し
か
も
漁
期
は
、
冬
。

グ
ル
メ
肴
通
が
、
大
金
を
は
た
く
。初
鰹
。

は
太
平
洋
側
の
話
な
の
で
す
ね
。

五
月
の

富
山
は

コ

イ

の
季
節
/

絵
・
文

津
田
武
美

物価に関する苦情や相談があればお気軽にお電話ください。

包 (0120)16-7400 (県庁県民生活課内)

蜘厩詞I~~忠司
・北日本、富山、読売、北陸中目、

朝日、毎日

毎月第2、最終土曜日

「県からのお知らせ」

県わらの木、ソトニ三一ス見て、聞いて、ご意見をお寄せください。

由工M
・チューリップテレビ 毎週主曜日AM9:3o-9:45
「志の輔のふるさとトーク」

・富山テレビ 毎週日曜日 AM9 : 00-9: 30 
r112万人のひろばークイズ/フォー力ス・イン」
北日本放送毎週日曜日AM11 : 00-11 : 30 
「こんにちは富山県で、す」
5/3 自然がいっぱい県定公園
5/10 暴力団根絶をめざして
5/17 県民総参加のエキスポとやま博
5/24 富山県総合情報センターオープン
5/31 学び方いろいろ生涯学習

同 即日閉山
.FMとやま

r I忘れあいホットライン」

県内各地からホットな話題をク

リアなサウンドでおとどけしま

す。

毎週月~金曜日 AM9:4o-9:45 
一、ミミー〈マルソウタ〉

①
子
ど
も
と
遊
び
フ
ォ
ー
ラ
ム

②
東
海
北
陸
自
動
車
道
開
通
式

特
集
/
ふ
る
さ
と
は
い
ま

ト
ピ

ッ
ク
ス
/
中
央
病
院
新
病
棟
完
成

-R今月
号
か
ら
編
集
長
に
就
任

い
た
し

ま
し
た
。
何
せ
出
不
精
、
筆
不
精
の
私

で
す
か
ら
、
う
ま
く
努
ま
る
の
か
ど
う

か
不
安
で
す
が
、
は
か
ら
ず
も
大
役
を

仰
せ
つ
か
っ
た
以
上
は
、
鬼
編
集
長
と

し
て
漸
新
な
広
報
誌
を
作

っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

県
民
の
皆
様
、
ご
期
待
下
さ
い
。

(T
)

・
福
光
|
小
矢
部
聞
の
走
り
初
め
に
参

加
し
ま
し
た
。
散
居
村
の
広

々
と
し
た

風
景
を
眺
め
な
が
ら
車
を
走
ら
せ
る
の

は
と
て
も
気
持
ち
の
い
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
あ
ま
り
知
ら
な
い
南
砺
地
域
に

気
軽
に
行
け
る
よ
う
に
な
り
、
行
動
範

囲
が
広
が
り
ま
し
た
。
新
し
い
発
見
を

す
る
た
め
、
ド
ラ
イ
ブ
は
当
分
の
問
、

こ
の
道
を
使
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

(
A
)
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〈ヒラソウダ〉

〈カツオ〉
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'92富山県職員募集お問い合わ間福山県人臓員会TEL0764-41・6166

試験日O上級試験6月28日(日)(東京会話最も設置)0中・初級試験9月27日(臼)

富山県人事委員会

FIRST JAPAN EXPOSITION IN TOYAMA '92 

第1回ジザにン工キスボ富山'92
JET'92 会期/平成4年7月10日⑥-9月27日(日)80日間会場/県民公園太閤山ランド

悲報とやま平成4年5月号


